■魔女の先輩はあなたを本気で愛したい
■トラック02「おちんちんで証明してほしい先輩」

（ここから正面１０センチほどの距離感で）
（SE：紙にペンで書く音を流しつつ少し間）

その証明問題、さっきと同じところを間違えてるわ。
確かに、間違いやすいところだから、仕方ないわね。
この辺りは頻出だから、重点的にやっておきましょう。
それじゃ、さっき説明したこの問題を、もう一度解いてみて。
ダメ、二回目なんだから、自分でやるの。

…なに？　私がどうかしたの？
…怒ってなんていないわ。
いつものように放課後、この空き教室で、君とあってから、
私が怒るようなことなんて一つもなかったもの。そうでしょ？　

…強いて言うなら、ちょっとだけ君が遅刻したこと、ぐらいかしらね。
それも…私以外の女の子と楽しく遊んでいたから、遅くなったのよね？

嘘をついてもダメよ。

（SE：机の上にある手鏡を取る、カチャ、という音）

ほら、これ。そうね、手のひらサイズの、一見して変哲もないただの手鏡よ。
ただ、よく見て…ええ、この教室の天井から覗き込むように、君の姿が見えるでしょ？　
ええ、これは魔法の鏡なの。
自分じゃなくて、特定の相手を映す魔法がかかってるのよ。
…真面目な君が遅れるなんて、何かあったのかと心配だったから、
これで君の様子を見ていたの。
でも、そんな私の心配も杞憂だったみたいね。
隣の席の女の子とお喋りしていただけだったから。
別にいいのよ？　君と私は、恋人同士というわけじゃないんだから、
他のどんな女の子と仲良くしたって…。



今のは、君の心に魔法をかけたの…♡　
君が何を考えているか、読み取る魔法よ…♡
といっても、心の奥まで見抜くわけじゃないから、安心して…♡
表面上、考えていることを共有するだけ…♡

ん…そう…そんないやらしいことを考えているのね…♡　
君のおちんちんの隣に私の顔があると、そんなに興奮するの…？　
ほら、私の頬におちんちんが、ぴとって、くっついたわ…♡



ん…おちんちん、すごく喜んでるわ…♡　むぎゅうって、柔らかくてあったかいおっぱい、おちんちんに効くのね…？　こうして、上、下、っておっぱいでおちんちんを刺激されると、腰から下が溶けそうなぐらい、気持ちいい…？


